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1 はじめに 

この文書では、ARIS 10 SR2 以降のバージョンの ArchiMate® 3.x の使用方法と設定について説明します。 

「ArchiMate® 3.x のモデリング 『2ページ 』」の章は、ArchiMate 3.x の内容を設定する必要がある 

ArchiMate モデラーが主な対象です。 

「ArchiMate® の管理 『6ページ 』」の章は、複数のモデラーに効果的なモデリング環境を提供するための前提

条件を満たす必要がある ArchiMate 管理者が主な対象です。 

「ArchiMate Model Exchange File Format 『11ページ 』」の章では、ほかの ArchiMate ツールとの間で 

ArchiMate ファイルをインポートまたはエクスポートする必要がある ArchiMate 管理者が主な対象です。 

「重要情報」の章では、ArchiMate 3.x の要素 『20ページ 』と関係 『24ページ 』が ARIS でどのようにマッピ

ングおよび視覚化 『23ページ 』されるかについて、詳しく記載されています。 

 

関連項目 ArchiMate® に関する情報 『26ページ 』 
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2 ArchiMate 3.x モデル 

ArchiMate 3.x モデルは、標準の [ArchiMate® ビューポイント] 『25ページ 』 モデル タイプ、または組織用に

選択されたカスタムの [ArchiMate® ビューポイント] モデル タイプを使用して作成または更新することをお勧めし

ます。各ビューポイントには、ArchiMate® メタモデルの要素と関係のサブセットが含まれ、特定のユーザー層が対

象になります。ARIS で [ArchiMate® ビューポイント] モデル タイプを開いた場合、[シンボル] バーには関連す

る ArchiMate® 要素のみが表示されます。 

新しい ArchiMate 3.x モデルの作成にはさまざまなオプションを利用できます。 

 

2.1 ArchiMate 3.x モデルの作成 

新しい ArchiMate 3.x モデルの作成にはさまざまなオプションを利用できます。以下の手順は、ARIS 

Architect および ARIS Designer クライアントの エクスプローラー の使用する手順の説明です。 

必要条件 

 適切なメソッド フィルター ([ArchiMate 3.x] など) を使用してデータベースにログオンしていること。 

 モデルがベースとするモデル タイプが、使用するメソッド フィルターで許可されていること。 

手順 

1. [ARIS] の [エクスプローラー] をクリックします。 

2. [ナビゲーション] バーがまだアクティブでない場合は、バー パネルで  [ナビゲーション] をクリックします。 

3. 関連するデータベースを開きます。 

データベースをはじめて開く際、データベースを開くときに適用するフィルターと、モデルに使用する言語を指定で

きます。[完了] をクリックします。 

4. モデルを保存するグループをクリックします。 

5.  [新規作成] の  [モデル] をクリックします。[モデル ウィザード] が開きます。 

6. [ArchiMate モデル(3.x)] モデル タイプを選択します。 

7. 必要な設定を指定して、[完了] をクリックします｡ 

選択したグループにモデルが作成され、表示される新しいタブで編集できます。 
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2.2 ArchiMate  モデルの表示方法の変更 

新しい ArchiMate 3.x モデルの表示方法を変更するためには、さまざまなオプションを利用できます。以下の手

順は、ARIS Architect および ARIS Designer クライアントの エクスプローラー の使用する手順の説明です。 

必要条件 

モデルを編集のために ARIS Architect または ARIS Designer クライアントで開いている。 

手順 

1. [ARIS] の [ヘルプ] をクリックします。ヘルプの開始ページがブラウザーに開きます。 

2. [ARIS を使用する] をクリックします。ARIS ヘルプが別のブラウザー タブに開きます。 

3. [目次] タブで [モデルを作成します] の [ARIS モデル] をクリックします。たとえば、モデルの表示方法を変

更するために選択したトピックをクリックします。 

- モデル アイテムをグリッドに合わせて整列する 

- モデル アイテムのサイズを合わせる 

- 重なり合うモデル アイテムの配置の変更 

- モデル属性の配置 

4. たとえば、オブジェクトを編集するために [オブジェクトの使用] の [基本] を選択します。 

- オブジェクト サイズの変更 

- オブジェクトを単色で塗りつぶす 

- 書式のコピー/貼り付け 

- オブジェクト属性の配置 

5. モデルを適切に編集するために [モデル] タブに戻ります。 

6.  [保存] をクリックします。 

モデルの表示方法が、必要に応じて変更されました。 

2.3 ArchiMate 要素と ArchiMate 以外のモデルの連携方法につ

いて 

ARIS アサインメントは、ArchiMate® 要素などのオブジェクト オカレンスからモデルに移動する機能です。このモ

デルは、UML や BPMN などのほかのモデリング言語での記述が可能です。この方法で ArchiMate® ユーザー

はアーキテクチャ ランドスケープ モデルから設計仕様モデルまでに掘り下げることができます。  

アサインメントは、業務プロセスなどのおおまかに得られた ArchiMate® 要素から、BPMN collaboration 

diagram などの詳細な仕様モデルに移動するのに使用されます。 
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2.4 新規モデルをアサインする 

既存モデルで ArchiMate® 要素が (まだ) 詳細に指定されていない場合は、新しいモデルをオブジェクトにアサイ

ンできます。アサインメントにより、モデルを使用してオブジェクトをより詳しく説明できます。 

手順 

1. オブジェクトを右クリックし、[新規作成] の  [アサインメント] を選択します。 

ARIS UML Designer を含むライセンスを使用している場合、[アサインメントの作成] ダイアログ ボックスが

開きます。[ARIS モデル] をクリックします。 [アサインメント ウィザード] が開き、[新規モデル] オプションが有

効になります。 

メソッドに準拠している、選択したモデルにアサインすることのできるモデル タイプが選択できます。 

2. モデル タイプを選択します。 

3. [次へ] をクリックします。 

4. 新規モデルの保存先のグループを選択します。 

5. [完了] をクリックします。 

新規モデルが開き、アサイン先のオブジェクトの名前が付きます。 この ArchiMate® 要素の詳細な指定のモデリ

ングを開始できます。  

2.5 既存モデルをアサインする 

オブジェクトに既存モデルをアサインできます。アサインメントにより、モデルを使用してオブジェクトをより詳しく説明で

きます。 

手順 

1. オブジェクトを右クリックし、[新規作成] の  [アサインメント] を選択します。 

ARIS UML Designer を含むライセンスを使用している場合、[アサインメントの作成] ダイアログ ボックスが

開きます。[ARIS モデル] をクリックします。 [アサインメント ウィザード] が開きます。 

2. [既存モデル] オプションを選択します。 

メソッドに準拠している、選択したモデルにアサインすることのできるモデル タイプが選択できます。 

3. モデル タイプを選択します。 

4. [次へ] をクリックします。 

5. モデルが配置されているグループを選択します。 

6. モデルの名前を選択します。 

7. [完了] をクリックします。 

選択したモデルが、手順が開始された ArchiMate® 要素にアサインされます。 
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2.6 ArchiMate 以外のモデルでの ArchiMate 要素の再使用 

ArchiMate® 以外のモデルで記述されている ArchiMate® 要素は、そのオブジェクト タイプが ARIS のメソッド

とフィルターでモデルに許可されていれば、再使用できます。 

手順 

1. ArchiMate® 要素を選択します。 

2.  [コピー] をクリックするか、キーボード ショートカットの <Ctrl> + <C> を使用します。 

3. 目的のモデルに変更します。 

4.  [貼り付け] をクリックするか、キーボード ショートカットの <Ctrl> + <V> を使用します。 

5. モデルで、オブジェクトを貼り付ける位置を決めてクリックします。  

ArchiMate® 要素がオカレンス コピーとして再使用されます。定義コピーとして使用する場合は、[開始] タブ バ

ーで  [貼り付け] の [オブジェクト定義コピー] をクリックします。 

メモ 

再使用された ArchiMate® 要素は 1 つのオブジェクト定義を共有します。[名前] など、属性の 1 つを変更す

ると、そのオブジェクト オカレンスがあるすべてのモデルでただちに表示されます。 
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3 ArchiMate 3.x の管理 
 

3.1 シンボル パレットの変更 

ARIS 9 以降では、ほとんどの ARIS でサポートされているメソッドのシンボル パレットのスタイルが見直されました

。 

ARIS デフォルト パレット (クラシック) 

 

ARIS デフォルト パレット 

 

組織がクラシック シンボル パレット、つまり ArchiMate® 3.x 仕様のシンボルに近い ArchiMate® シンボルの

使用を引き続き使用する場合、データベースのプロパティを変更すれば可能です。 

必要条件 

ARIS Architect でデータベースにログオンしていること。「データベース管理者」利用権限を持っていること。 

手順 

1. データベースにログオンします。 

2. データベース名を右クリックし、  [プロパティ] をクリックします。 

3. [パレットとメソッド フィルター] をクリックします。 

4. [シンボル パレット] フィールドで、[ARIS デフォルト パレット] または [ARIS デフォルト パレット(クラシック)] 

を選択します。 

5. [OK] をクリックします。 

6. データベースをログオフしてから、再びログオンします。 

このデータベースで使用されるシンボル パレットは、ARIS Advanced Architect と ARIS Advanced ユー

ザーの両方に対して変更されます。 

ワンポイント 

同じデータベース内でデフォルトとクラシックのパレット シンボルを混ぜる場合は、データベース シンボル パレットをメ

ソッド フィルターで上書きすることができます。デフォルト パレットを使用する ARIS データベースの指定にある 

ArchiMate® シンボルを使用する場合は、ユーザー定義シンボルとしてインポートできます。シンボルを使用するフ

ィルターと ZIP アーカイブは、ARIS インストール メディアの Content\ArchiMate 3\3.0\Symbols と 

Content\ArchiMate 3\3.1\Symbols ディレクトリにあります。 
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3.2 カスタム ArchiMate ビューポイント付きフィルターを作成する 

フィルターは、統一モデリングおよびすばやい評価をサポートするための効果的な手段です。 

必要条件 

このテナントの設定管理者であること。 

手順 

1. ARIS Architect で、[ARIS] から  [管理] をクリックします。 

2. [設定]、 [メソッド]、 [モデル タイプ] の順にクリックします。 

3. [ArchiMate モデル(3.x)] を右クリックし、[新規作成]、[モデル タイプの派生] の順に選択します。[モデル 

タイプの派生] ウィザードが開きます。 

4. カスタム ArchiMate® ビューポイントに一意の名前と説明 (オプション) を追加します。 

5. [モデル タイプの派生] ウィザードの次の手順にしたがって、カスタム属性、シンボル、接続線を追加するか、[

完了] を直接クリックします。 

6. [ARIS] の [エクスプローラー] をクリックします。 

7. サーバーを右クリックし、[新規作成]、  [データベース] の順にクリックしてから、「<会社名> フィルター デー

タベース」と名前を付けます。 

<会社名> の代わりにユーザーの会社名を使用します。 

8. [OK] をクリックします。 

9. データベースにログオンします。 

10. グループを右クリックし、[新規作成]、  [モデル] の順にクリックします。 

[モデル ウィザード] が開きます。 

11. 新しく作成されたモデル タイプを検索し、意味のある名前を追加してから [完了] をクリックします。 

モデルの名前が付いた新しいタブが開きます。 

12. ここで、このカスタム ArchiMate® ビューポイントで使用できるすべての要素をモデル化します。 

1 つのタイプに対して 1 回以上、それぞれのモデル属性、シンボル、オブジェクト属性、オブジェクト アサインメン

ト、接続線、接続線属性を指定する必要があります。たとえば、業務ファンクションに対応するフィルターで [

説明 (短)] をアクティブにするには、[ファンション] オブジェクト タイプの [説明 (短)] 属性に何らかの文字を

追加します。 

13. 完了したら、[ARIS] の  [すべて保存] をクリックします。 

14. ARIS Architect で、[ARIS] から  [管理] をクリックします。 

15.  [設定] の  [表記規則] をクリックします。 
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16.  [フィルター] を右クリックし、[新規作成] の  [フィルター] をクリックします。 

[フィルター ウィザード] が開きます。 

17. フィルターに意味のある名前と説明を付けて、[次へ] をクリックします。 

ワンポイント: 時間とともに変更を追いかける説明 (誰が、いつ、何を変更したか) を作成します。 

18. 手順 2 の [作成モードの選択] で [自動的に作成する] をアクティブにします。 

19. 手順 3 の [データベースの選択] で [<会社名> フィルター データベース] をクリックし、[完了] をクリックし

ます。 

これで、カスタム ビューポイントを含む新しいフィルターが使用できます。 フィルターを使用するには、このフィルターを

使用してデータベースにもう一度ログオンします。フィルターをユーザーまたはユーザー グループに割り当てます。 

メモ 

カスタム ビューポイント付きフィルターとその他の既存フィルター ([ArchiMate 3] フィルターなど) を結合 『10ペー

ジ 』して、新しいコンソリデーションされたフィルターを作成できます。 

 

 

3.3 ArchiMate 3.0 または 3.1 フィルターのインポート 

ArchiMate® 3.x は ARIS 10 SR1 以降サポートされています。これは、ARIS サーバーにデフォルトで含まれて

います。ARIS Design Server では、ArchiMate 拡張パックが必要です。ArchiMate 3.0 または 

ArchiMate 3.1 フィルターをインポートすると、ARIS メソッドで 23 個の追加の ArchiMate ビューポイント モ

デル タイプが使用できるようになります 『25ページ 』。  

警告 

同じ GUID のフィルターが既に存在する場合は、上書きされます。フィルターをマージするには、まず、現在のフィル

ターを複製してから、フィルターの古いバージョンをインポートします。その後、2 つのバージョンをマージできます。 

必要条件 

 ARIS インストール メディアの Content/ArchiMate 3/3.0 または Content/ArchiMate 3/3.1 フォル

ダーにアクセスできること。 

 「管理者」権限を持っていること。 

ARIS Advanced では、ロールは特定のライセンスと権限に関連づけられています。そのため、「Designer」ロール

を持つユーザーには、「Designer」ライセンスと関連する権限が付与されています。ロールとライセンスは対応する権

限とともに招待されたユーザーに割り当てられます。 

 Viewer ライセンスを持つユーザーは、データベースのモデルをそのグループのアクセス権があれば表示できます

。 ユーザーは、ほかのユーザーとデータベース内容に関する情報を交換することもできます。 つまり、これらの

ユーザーは、レビューと参照の目的でデータベースを使用します。  
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 Designer ライセンスを持つユーザーは、データベース内のモデルをそのグループのアクセス権があれば作成、

編集、削除できます。つまり、これらのユーザーはデータベースを編集します。 ユーザーは、ほかのユーザーとデ

ータベース内容に関する情報を交換することもできます。 Designer ライセンスは、<Connect > Designer 

SAP ライセンスで拡張できます。 

 「プロジェクト ルーム管理」権限を持つユーザーは、ユーザーの招待、ライセンスの割り当て、データベースの作

成またはインポートなどを行って、プロジェクト ルームを管理できます。つまり、これらのユーザーは、プロジェクト 

ルームのユーザーに最適な作業環境が確実に提供されるようにします。また、これらのユーザーは、ARIS 

Advanced 管理 を使用してメソッドの内容、規則、データベースを設定することもできます。「プロジェクト 

ルーム管理」権限を持つユーザーは、コラボレーションの [管理] セクションにもアクセスできます。 

 「プロジェクト ルーム管理」権限と「Architect」ライセンスを持つユーザーは、ARIS Advanced Architect 

を開始できます。「Architect」ライセンスは、「Architect SAP」ライセンス、および「戦略およびパフォーマンス

管理」(EP ビジネス戦略) トピックと「エンタープライズ アーキテクチャ管理」(EP EAM) トピックに対応するラ

イセンスで拡張できます。 

手順 

1. ARIS Architect で、[ARIS] から  [管理] をクリックします。 

2. [ナビゲーション] バーがまだアクティブでない場合は、バー パネルで  [ナビゲーション] をクリックします。 

3. ナビゲーションで、  [設定] の  [表記規則] をクリックします。 

4.  [フィルター] を右クリックして、  [フィルターのインポート] を選択します。[フィルターのインポート] ダイアロ

グ ボックスが開きます。 

5. インポート パスと、ArchiMate 3.0 filter または ArchiMate 3.1Filter ファイルの名前を選択します。 

6. [OK] をクリックします。 

選択したフィルターがインポートされ、追加の ArchiMate ビューポイント モデル タイプが ARIS メソッドに追加さ

れます。これを使うには、すべてのデータベースをログオフしてから、このフィルターを使って再びログオンします。 
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3.4 コンソリデーションされたメソッド フィルターの作成 

フィルターは、統一モデリングおよびすばやい評価をサポートするための効果的な手段です。 

必要条件 

このテナントの設定管理者であること。 

手順 

1. ARIS Architect で、[ARIS] から  [管理] をクリックします。 

2.  [設定] の  [表記規則] をクリックします。 

3.  [フィルター] を右クリックし、[新規作成] の  [フィルター] をクリックします。 

[フィルター ウィザード] が開きます。 

4. フィルターに意味のある名前と説明を付けて、[次へ] をクリックします。 

ワンポイント: 時間とともに変更を追いかける説明 (誰が、いつ、何を変更したか) を作成します。 

5. 手順 2 の [作成モードの選択] で [フィルターをマージする] をアクティブにします。 

6. 手順 3 の [フィルターの選択] で、マージするフィルターを 2 つ以上クリックし、[完了] をクリックします。 

これで、新しくコンソリデーションされたフィルターが使用できます。ログオンしたユーザーは、このコンソリデーションされ

たフィルターを選択できます。 
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4 ArchiMate® Model Exchange File Format 

ArchiMate® Model Exchange File Format (AMEFF) がサポートされています。これは The Open Group 

の標準で、ArchiMate® の内容を AMEFF をサポートするツール間で容易に交換できるようになります。 

ARIS は、ArchiMate® 2.1 と ArchiMate® 3.x について、AMEFF 形式を使用してその他のツールから 

ArchiMate® 内容をインポートできます。 

ArchiMate® の内容をエクスポートする場合、ArchiMate 2 を選択して ArchiMate® 2.1 形式で内容をエク

スポートするか、あるいは ArchiMate 3 を選択して ArchiMate® 3.1 形式で内容にエクスポートできます。 

4.1 ArchiMate 3.x モデルのインポート 

ArchiMate® 3.x モデルを使用した AMEFF ファイルをグループにインポートし、そのインポートで既存のモデルとオ

ブジェクトを更新するか、または新しいモデルとオブジェクトを作成するかを指定できます。 

必要条件 

 グループに対する読取権限、書込権限、および削除権限を持った状態で、ARIS Architect にログオンして

いること。 

 インポートする AMEFF ファイル 『11ページ 』があること。 

手順 

1. [ARIS] の [エクスプローラー] をクリックします。 

2. グループを右クリックし、[インポート] の [ArchiMate ファイル] をクリックします。 

3. Archimate Model Exchange File Format (AMEFF) と互換性のある XML ファイルを選択し、[次へ] 

をクリックします。 

4. 選択したグループのインポート戦略を指定します。 

インポートで既存のモデルとオブジェクトを更新し、競合の解決を指定する場合は、[既存モデルおよびオブジェ

クトを更新] を選択します。 

インポートで、既存のモデルとオブジェクトはそのままにして、新しいモデルとオブジェクトを作成する場合は、[新

しいモデルおよびオブジェクトを作成] を選択します。 

5. 組織ビューポイントを ARIS グループにインポートする場合は、[組織を ARIS グループとしてインポート] を有

効にします。 

6. インポートのシミュレーションを実行する場合は、[テスト モード] を有効にします。この場合、データベースにデ

ータはインポートされません。 

7. [次へ] をクリックします。 

8. ArchiMate インポート設定を確認して、[完了] をクリックします｡ 
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設定に応じて、ArchiMate® 内容がグループにインポートされるか、インポートのシミュレーションが実行されます。フ

ァイル インポートについて、結果ダイアログに通知されます。インポート結果のタブに、インポートされるモデル、オブジ

ェクト、グループの問題に関するメッセージが表示されます。それぞれのインポートされるモデルとオブジェクトの情報に

は、名前、タイプ、状態 (新規または更新済み)、パス、元のパス (モデルやオブジェクトが移動された場合) があり

ます。それぞれのインポートされるグループの情報には、名前、状態 (新規または更新済み)、パス、元のパスがあり

ます。 

警告 

インポート ファイルに ARIS メソッドで設定されていないカスタム ビューポイントが含まれていると、[ArchiMate イ

ンポートの問題を無視する] ダイアログ ボックスが表示されます。 

[OK] をクリックすると、インポートは続行されます。ただし、まだ設定されていないカスタム ビューポイントからの概念

は、代わりに [ArchiMate モデル (3.1)] モデル タイプで記述されます。 

カスタム ビューポイントをインポートするには、まず、設定のインポートでビューポイントを作成してマッピングする必要

があります。 

メモ 

インポート後、モデルで非表示の関係が使用されていると、警告が表示されます。非表示の関係 (「入れ子」モデ

リングで使用されます) は ArchiMate® 標準で使用できます。そのような関係は、ARIS リポジトリでは接続線と

して捉えられます。そのため、この種の警告は、インポート中に情報が失われたことを示すものではありません。 
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図 1: ArchiMate® インポート方法 

 

図 2: ArchiMate® インポート設定 
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図 3: ArchiMate® インポートに関する問題 

 

図 4: 非表示の関係が使用されている場合のインポート後の警告 
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4.2 ArchiMate 3.x モデルのエクスポート 

既存の ArchiMate 3.x モデルをエクスポートできます。 

必要条件 

グループに対する読取以上の権限を持った状態で ARIS Architect にログオンしていること。 

手順 

1. エクスプローラーで [メイン グループ] を右クリックしてから  [検索] をクリックし、エクスポートする必要があ

るすべての ArchiMate® モデルの一覧を検索結果に表示します。 

ワンポイント: 属性フィルターとモデル属性 (またはモデル属性の組み合わせ) を使用すると、すべてのモデルを

データベースからすばやく検索できます。 

2. 検索結果からすべての目的のモデルを選択し、選択内容を右クリックして、[エクスポート] の [ArchiMate フ

ァイル] をクリックします。[ArchiMate ファイルの選択] ウィザード ページが開きます。 

3. エクスポート ファイルの名前を指定し、[次へ] をクリックします。 

4. エクスポート言語を選択し、[次へ] をクリックします。 

5. ArchiMate エクスポート設定を選択して、[完了] をクリックします｡ 

6. ArchiMate ファイル エクスポートが完了したら、[OK] をクリックします。 

ArchiMate 3.x モデルが ArchiMate Model Exchange File Format (AMEFF 『11ページ 』) ファイルにエク

スポートされました。 
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図 5: ArchiMate® エクスポート設定 

4.3 ArchiMate マッピングの設定 

ARIS では、追加設定なしで ArchiMate® 仕様の一覧にあるすべての ArchiMate® 要素とビューポイントをイ

ンポートできます。派生要素とカスタム ビューポイントはあらかじめ設定する必要があります。そうしないと、AMEFF 

『11ページ 』 ファイルのインポート中に警告が出ます。 

必要条件 

テナントに対して、「設定管理者」利用権限を持った状態で ARIS Architect にログオンしていること。 
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手順 

1. ARIS Architect で、[ARIS] から  [管理] をクリックします。 

2. ナビゲーションで、  [設定]、  [表記規則]、  [インポート/エクスポート]、  [ArchiMate] の順にクリ

ックします。 

3. ここでは、  言語、  プロパティ定義、  ビューポイントの ArchiMate マッピングを設定できます。 

オプションで、次のように ArchiMate マッピング設定を別の ARIS テナントにエクスポートすることもできます

。 

4. [ArchiMate] の  [ArchiMate マッピングのエクスポート] を選択します。 

5. ArchiMate マッピング設定を別の ARIS テナントからインポートする場合は、[ArchiMate] の  

[ArchiMate マッピングのインポート] を選択します。 

ARIS では、ArchiMate Model Exchange File Format (AMEFF) ファイルのインポート中に、言語、プロパテ

ィ定義、およびビューポイントのカスタム名を ARIS 設定の以前から存在する要素にマッピングする準備ができてい

ます。 

注意 

言語や、属性タイプ、モデル タイプは、マッピングする前に ARIS 設定で使用できるようにする必要があります。 

 

 

図 6: ArchiMate® マッピング オプション 
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図 7: ArchiMate® 言語マッピング 

 

 

図 8: ArchiMate® プロパティ定義マッピング 
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図 9: ArchiMate® ビューポイント マッピング 
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5 重要情報 

このセクションでは、関連する手順を実行するために役立つバックグラウンド情報を取り扱います。 

5.1 ARIS オブジェクトとシンボル タイプへの ArchiMate 要素のマッ

ピング方法について 

ArchiMate® 要素 ARIS 10 オブジェクト タイプ ARIS 10 シンボル タイプ 

アプリケーション コラボレーション 

アプリケーション コラボレーション 

(478) 

アプリケーション コラボレーション 

(1582) 

アプリケーション コンポーネント アプリケーション システム タイプ (6) アプリケーション コンポーネント (1583) 

評価 評価 (405) 評価 (1659) 

制約 ビジネス ルール (360) 制約 (1812) 

能力 能力 (293) 能力 (1824) 

ビジネス オブジェクト クラスター/データ モデル (14) ビジネス オブジェクト (1577) 

契約 契約 (399) 契約 (1567) 

提供品 提供品 (480) 提供品 (1811) 

ビジネス インターフェイス 流通経路 (269) ビジネス インターフェイス (1570) 

配送ネットワーク 流通経路 (269) 配送ネットワーク (1833) 

ドライバー ドライバー (400) ドライバー (1813) 

データ オブジェクト エンティティ タイプ (17) データ オブジェクト (1588) 

装置 装置 (482) 装置 (1834) 

アプリケーション イベント イベント (18) アプリケーション イベント (1828) 

ビジネス イベント イベント (18) ビジネス イベント (1576) 

技術イベント イベント (18) 技術イベント (1830) 

実装イベント イベント インスタンス (143) 実装イベント (1837) 

プラトー イベント インスタンス (143) プラトー (1814) 

施設 施設 (483) 施設 (1835) 

業務ファンクション ファンクション (22) 業務ファンクション (1572) 
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ArchiMate® 要素 ARIS 10 オブジェクト タイプ ARIS 10 シンボル タイプ 

ビジネス インタラクション ファンクション (22) ビジネス ファンクション (1573) 

バリュー ストリーム ファンクション (22) バリュー ストリーム (1952) 

ギャップ ギャップ (397) ギャップ (1815) 

リソース 一般リソース (145) リソース (1826) 

ビジネス コラボレーション グループ (128) ビジネス コラボレーション (1569) 

デバイス 

ハードウェア コンポーネント タイプ 

(24) デバイス (1590) 

アプリケーション インターフェイス IS サービス (295) 

アプリケーション インターフェイス 

(1584) 

アプリケーション ファンクション IT ファンクション タイプ (105) アプリケーション ファンクション (1585) 

アプリケーション インタラクション IT ファンクション タイプ (105) アプリケーション インタラクション (1586) 

アプリケーション プロセス IT ファンクション タイプ (105) アプリケーション プロセス (1827) 

技術ファンクション IT ファンクション タイプ (105) 技術ファンクション (1816) 

技術インタラクション IT ファンクション タイプ (105) 技術インタラクション (1831) 

技術プロセス IT ファンクション タイプ (105) 技術プロセス (1832) 

成果物 情報媒体 (27) 成果物 (1596) 

表現 情報媒体 (27) 表現 (1580) 

Meaning 知識カテゴリ (230) Meaning (1578) 

場所 場所 (54) 場所 (1807) 

値 必要 (267) 値 (1581) 

パス ネットワーク接続タイプ (81) パス (1589) 

ノード ネットワーク ノード タイプ (40) ノード (1594) 

技術コラボレーション ネットワーク ノード タイプ (40) 技術コラボレーション (1829) 

コミュニケーション ネットワーク ネットワーク タイプ (39) コミュニケーション ネットワーク (1593) 

目標 目的 (86) 目標 (1817) 

材料 運用リソース タイプ (116) 材料 (1836) 

ビジネス アクター 組織ユニット (43) ビジネス アクター (1568) 
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ArchiMate® 要素 ARIS 10 オブジェクト タイプ ARIS 10 シンボル タイプ 

ステークホルダー 組織ユニット (43) ステークホルダー (1818) 

ビジネス プロセス 参加者 (303) 業務プロセス (1574) 

プリンシパル 方針 (237) プリンシパル (1819) 

ビジネス サービス 製品/サービス (153) ビジネス サービス (1575) 

製品 製品/サービス (153) 製品 (1579) 

要件 要件 (387) 要件 (1820) 

ビジネス ロール ロール (78) ビジネス ロール (1571) 

ジャンクション ルール (50) ジャンクション (1598) 

OR ジャンクション ルール (50) OR ジャンクション (1810) 

アプリケーション サービス サービス タイプ (294) アプリケーション サービス (1587) 

技術インターフェイス ソケット (296) 技術インターフェイス (1591) 

アクションのコース 戦略 (239) アクションのコース (1825) 

グループ 構成要素 (232) グループ (1821) 

結果 成功要因 (108) 結果 (1823) 

システム ソフトウェア システム ソフトウェア (479) システム ソフトウェア (1595) 

ワーク パッケージ タスク (137) パーク パッケージ (1822) 

技術サービス 技術サービス (481) 技術サービス (1592) 
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5.2 ArchiMate 3.x シンボルのデフォルト パレットの表示について 

デフォルト パレットには、次のオブジェクト シンボルが含まれています。 

 

図 10: ArchiMate® 3.x: デフォルト パレット 
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5.3 ArchiMate 3.x の関係について 

以下の ArchiMate® 3.x の関係が存在します。 

 

図 11: ArchiMate® 3.x: 関係 
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5.4 ArchiMate 3.x フィルターに含まれるビューポイントについて 

ビューポイントには、ArchiMate® 要素のサブセットとその関係対象としている特定のステークホルダーが含まれます

。次の例のビューポイントは、グラフィック ビュー (図) の作成を容易にする ArchiMate 3.x フィルターで使用でき

ます。 

基本ビューポイント 

 組織ビューポイント 

 ビジネス プロセスの連携ビューポイント 

 製品ビューポイント 

 アプリケーションの連携ビューポイント 

 アプリケーションの使用ビューポイント 

 導入と配置のビューポイント 

 技術ビューポイント 

 技術の使用ビューポイント 

 情報構造ビューポイント 

 サービス実現ビューポイント 

 物理ビューポイント 

 階層化ビューポイント 

動機付けビューポイント 

 ステークホルダービューポイント 

 目標達成ビューポイント 

 要件達成ビューポイント 

 動機付けビューポイント 

戦略ビューポイント 

 戦略ビューポイント 

 能力マップ ビューポイント 

 結果達成ビューポイント 

 リソース マップ ビュー ポイント 
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導入と移行ビューポイント 

 プロジェクト ビューポイント 

 移行ビューポイント 

 導入と動機付けのビューポイント 

5.5 ArchiMate® に関する情報 

 ArchiMate® 3.1 Specification、2019 年、The Open Group 

 ArchiMate® Model Exchange File Format for the ArchiMate® Modeling Language、Version 

3.1、2019 年 11 月 15 日、The Open Group 
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6 法的情報 
 

6.1 ドキュメンテーションのスコープ 

提供されている情報では、印刷が行われた時点における設定および機能について説明しています。ドキュメンテー

ションとソフトウェアの生産サイクルが異なるため、設定や機能に関する説明が、実際の設定や機能と異なることが

あります。相違に関する情報は製品に付属しているリリース ノートに記載されています。リリース ノートをお読みに

なり、記載されている情報を考慮して製品をインストール、設定、および使用してください。 

Software AG によって提供されるコンサルティング サービスを利用せずにシステムの技術的機能と業務機能をイ

ンストールする場合は、インストールするシステム、その目的、対象システム、さまざまな依存性などに関して広範な

知識が必要です。プラットフォームの数が多く、ハードウェアとソフトウェアの設定が相互に依存するので、特定のイン

ストール シナリオしか説明できません。すべての設定と依存性を記述することはできません。 

各種の技術を組み合わせる場合は、製造元の指示 (特にインターネット ページに公開されたリリースに関するお

知らせ) に従ってください。承認されているサードパーティ システムが正しく機能すること、および正しくインストールさ

れることの保証はいたしかねます。また、サードパーティ システムはサポートしていません。必ず、該当の製造元のイ

ンストール マニュアルに記載されている手順に従ってください。問題がある場合は、製造元にお問い合わせください

。 

サードパーティ システムのインストールにサポートが必要な場合は、最寄りの Software AG の販売部門にお問

い合わせください。このような製造元またはお客様固有の変更は、Software AG の標準ソフトウェア保守契約の

対象ではありません。このような変更は、それを特別に要請し、同意した場合にのみ実行できます。 

6.2 サポート 

ご自身では実行できない特定のインストールに関するご質問がございましたら、最寄りの Software AG の販売

部門 (フィールド サポート) 『

https://www.softwareag.com/corporate/company/global/offices/default.htmlsee 』 にお問い

合わせください。詳細情報を入手し、サポートを受けるには、弊社の Web サイトをご利用ください。 

有効なサポート契約をお持ちのお客様は、次の電話番号で各国からグローバル サポート ARIS にお問い合わせ

できます。+800 ARISHELP (+800 2747 4357)。ご使用の電話会社でこの電話番号がサポートされていない

場合は、グローバル サポートの連絡先一覧 を参照してください。 

ARIS COMMUNITY 

情報の検索、専門的な記事、問題解決法、ビデオ、ほかの ARIS ユーザーとのコミュニケーション。まだアカウント

をお持ちでない場合は、ARIS Community でご登録ください。 

https://www.softwareag.com/corporate/company/global/offices/default.html
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SOFTWARE AG EMPOWER ポータル 

Software AG 文書 Web サイト 『https://empower.softwareag.com/see 』で文書を参照できます。こ

のサイトは、Software AG の製品サポート サイトである Empower の資格情報が必要です。まだ 

Empower のアカウントをお持ちでない場合は、名前、会社、会社の電子メール アドレスを添えて 

empower@softwareag.com 『mailto:empower@softwareag.comsee 』 まで電子メールを送信して、

アカウントの取得をご依頼ください。  

アカウントをお持ちでない場合は、TECHcommunity Web サイトにある数多くのリンクをご利用いただけます。ご

質問がある場合は、グローバル サポートの連絡先一覧にて最寄りの電話番号、あるいはフリーダイヤルを検索でき

ますので、お電話にてお問い合わせください。 

TECHCOMMUNITY 

TECHcommunity Web サイトでは、文書やその他の技術情報を次のように参照できます。 

 Software AG の専門家が管理するオンラインの議論フォーラムの使用。質問したり、ベスト プラクティスにつ

いて議論したり、ほかのお客様が Software AG のテクノロジーをどのように使用しているのかを学んだりでき

ます。 

 記事、コードのサンプル、デモ、チュートリアルへのアクセス。 

 オープン スタンダードと Web テクノロジーを議論する外部 Web サイトへのリンクの検索。 

 製品情報へのアクセス (TECHcommunity の資格情報がある場合)。資格情報がない場合は、登録して

関心がある分野の文書を指定する必要があります。 

EMPOWER (ログオンする必要があります) 

Empower のアカウントがあれば、以下のサイトを利用して詳細な情報を検索したり、サポートを受けたりできます

。 

 Software AG Empower 製品サポート Web サイトで、製品情報を検索できます。 

 修正に関する情報を得る場合や、早期警告、技術文書、ナレッジ ベースの記事を読む場合には、ナレッジ 

センターにアクセスしてください。 

 アカウントがあれば、Empower の eService セクションを利用してオンラインでサポート インシデントを開く

ことができます。 

 機能や改善の依頼を提出する場合、製品の使用可能性の情報を得る場合、製品をダウンロードする場合

には、製品にアクセスしてください。 

SOFTWARE AG MANAGED LEARNINGS 

ノートパソコンやタブレット、スマートフォンから、さらに多くの情報とトレーニングを入手しましょう。成功に必要な知識

を手に入れ、Software AG からのエキスパート トレーニングを利用してすべてのプロジェクトを成功させましょう。 

アカウントをお持ちでない場合は、お客様またはパートナーとしてご登録ください。 

 

https://empower.softwareag.com/
mailto:empower@softwareag.com
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